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9.九州地方 

 
 

地形・地質 

長崎半島の基盤岩の上位は，中新世初期の角閃石安山岩や火山角礫岩で，安山岩類

はプロピライト化し，西浦上変朽安山岩と呼ばれています。長崎火山岩類と称された

更新世前期の安山岩類や同質の凝灰角礫岩が長崎半島の基部一帯に分布します。 

地下水 

地下水は更新世前期の長崎火山岩類と中新世のプロピライトの中で開発され，古第

三紀層・段丘・崖錐堆積物の中で，小規模な地下水利用が行われています。長崎半島

の先端野母崎町（現長崎市）の樺島では，上水用の地下ダムが造られています。 



 

長崎半島の地質概念図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


